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「防災の三助（自助・共助・公助）」 

校長  松 永 達 郎  

 

 例年より長い３２日間の夏休みが終わり、２学期が始まりした。夏休み中に行われた「少年の主張 釧

路振興局大会」では、３年生の加藤さんが優良賞を受賞。さらに、本校の生徒も所属する「厚岸 jr.ウィン

ドバンド」が、C編成で吹奏楽コンクールに出場し、見事金賞を受賞、全道大会出場を決めました。全道

大会は８月３０日（日）に札幌の Kitaraで行われます。きっと他にも、私の知らないところで活躍した人

がたくさんいたことと思います。 

 

  さて、７月２８日に発生した「令和８年熊本地震」では、熊本県内で震度７を観測し、多くの住宅や道

路などに被害が生じました。発災直後には、公的支援だけでなく、住民同士の助け合いや日頃の備えの重

要性が改めて認識されました。こうした災害の教訓を踏まえ、９月１日の「防災の日」を機に、一人ひと

りが災害への備えについて考えることが大切です。 

 

災害による被害を最小限に抑えるためには、「自助」「共助」「公助」という三つの防災の考え方、い

わゆる「防災の三助」が重要です。 

「自助」とは、自分自身や家族の命と安全を自ら守ることです。家具の転倒防止対策や非常持ち出し袋

の準備、水や食料の備蓄など、日頃からの備えがその基本となります。 

「共助」とは、地域や近隣の人々が協力し、助け合うことです。災害時には、高齢者や子ども、障がい

のある方など支援を必要とする人が多くいます。そのため、近隣住民同士で声を掛け合い、互いに支え合

える関係づくりが大切になります。日頃から地域行事などに参加し、顔の見える関係を築いておくことが、

いざという時の大きな力になります。 

一方、「公助」とは、市町村や消防、警察、自衛隊などの公的機関による支援活動を指します。救助活

動や物資の供給、避難所の開設などがその役割です。しかし、大規模災害では、公的機関による支援がす

ぐに行き届かない場合もあります。そのため、発災直後には「自助」と「共助」が特に重要になります。 

 

私たちが主体的に取り組めるのは、「自助」と「共助」です。「自分たちの身は自分たちで守る」「地

域は地域で守る」という意識を持ち、一人ひとりが日頃から備えることが大切です。そして、「自助」「共

助」「公助」が連携することで、地域全体の防災力は高まります。防災の日を機に、それぞれの役割を改

めて考え、家庭や地域でできる備えを実践していきたいものです。 

※電話連絡の場合は 

８:１０以降に！ 

欠席連絡用 

QRコード 

tel:0153ï¼‹52ï¼›3211


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果と考察

 

 

【吹奏楽】 

８月１日（土）≪コーチャンフォー釧路文化ホール≫ 

 ■第６３回釧路地区吹奏楽コンクール 

   中学校 C編成の部 金賞  ※全道吹奏楽コンクール出場（札幌） 

【陸上】 

8月 2２日（土）～2３日（日）≪釧路市民陸上競技場≫ 

 ■釧路新人陸上競技大会 

２年 横井志乃美 砲丸投１位・円盤投３位 

              ※全道新人陸上大会出場（札幌） 

【野球】 

8月 2０日（木）～2６日（水）≪京都府≫ 

 ■第１１回全日本中学女子軟式野球大会 ２回戦進出 

   ２年 米澤 愛瑠 （JBC Hokkaido） 

【空手】 

8月 2２日（土）～2３日（日）≪アリーナ大阪≫ 

 ■第６６回糸東会全国選手権大会 出場 

   ２年 鈴木 叶太 （中学男子 形・組手） 

【その他】 

７月２５日（土）≪まなぼっと≫ 

 ■「少年の主張」釧路総合振興局地区大会 

   ３年 加藤 菜々 優良賞 

真中生の活躍！！※成績上位のみ 
【結果】 

・国語は、全国平均正答率をやや下回りました。 

 言葉、情報、話すことは全国平均同様で、読むこと、書くことが下回りました。 

・数学は、全国平均正答率を下回りました。 

 データ活用は全国平均を上回り、数と式、図形、関数が下回りました。 

・英語は、IRTというスコアで表され、全国平均をやや下回りました。 

 英文から情報を読み取る力が高く、日常の話題に関して自分の思いを英文で

書くことが苦手でした。 

【考察】 

◎国語では、R80の取り組みを継続し、書くことの力を高めていきます。また、

朝読書や長文読解問題に取り組むことで、読み取る力の向上を図ります。 

◎数学では、数学的用語を用いて理由を説明する問題の正答率が大きく下回っ

ており、授業でアウトプットを重視した取り組みを増やしていきます。 

◎英語は、自分の思いを英語で表現することが苦手と出ているので、授業の中で

単語ではなく英文でアウトプットする時間をさらに増やしていきます。 

◎授業だけでは、学びは定着しません。学んだことを繰り返す時間が必要です。

放課後学習への促しや、家庭での学習の見守り等をぜひお願いいたします。 


